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2７ 

西
田
哲
学
の
思
想
の
変
容
な
い
し
展
開
に
つ
い
て
は
、
従
来
研
究
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
、
一
様
で
は
な
い
。
こ
の
西

＊
 

田
哲
学
に
お
け
る
思
索
の
立
場
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
諸
説
に
つ
い
て
の
総
括
的
な
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
期

説
（
高
坂
正
顕
、
Ｋ
・
リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
（
１
）
、
四
期
説
（
上
山
春
平
）
、
二
期
説
（
下
村
寅
太
郎
、
柳
田
謙
十
郎
、
鈴
木
亨
、
末
木
剛

博
、
上
村
武
男
）
、
二
期
説
（
瀧
澤
克
己
）
、
一
期
説
（
沼
田
滋
夫
、
宮
川
透
、
佐
藤
信
衛
）
に
蕊
理
さ
れ
、
そ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
思
想

展
開
の
様
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

緤
松
丸
鱒
雄
「
禰
川
哲
学
の
時
卿
区
分
税
ｌ
多
繊
な
る
幽
旧
哲
学
像
「
」
、
茅
野
良
男
・
大
繍
喚
介
鯛
『
幽
川
哲
学
ｌ
鱗
溢
料
研
究

へ
の
手
引
き
ｌ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
灘
房
、
一
九
八
七
年
．

こ
の
論
文
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
説
の
長
所
・
短
所
に
つ
い
て
綿
密
な
論
証
を
し
て
い
る
が
、
い
ま
は
そ
の
論
評
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
小

論
の
立
場
を
明
確
に
し
確
認
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
援
用
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
そ
れ
を
手
引
き
に
、
西
Ⅲ
哲
学
の
思
想
展
開

の
諸
解
釈
を
一
望
し
て
み
た
結
果
、
こ
こ
で
は
、
四
期
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
上
山
春
平
説
を
採
り
、
．
般
者
の
自
己
限
定
」
を

共
通
項
と
し
て
以
後
の
展
開
は
そ
れ
を
土
台
と
す
る
思
索
の
積
み
重
ね
と
み
る
解
釈
に
依
拠
す
る
。
要
す
る
に
上
山
説
で
は
、
西
田
哲

西
田
哲
学
に
お
け
る
〈
自
己
言
及
性
〉
の
構
造

１ 
竹
内

昭

Hosei University Repository



2８ 

第
一
期
「
一
般
者
の
自
己
限
定
」
（
共
通
項
Ⅱ
第
一
通
底
項
）
’
一
九
○
七
年
（
実
在
に
つ
い
て
》
（
『
薄
の
研
究
』
）
～
一
九
四
六
年

〈
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
〉
（
『
哲
学
論
文
災
第
七
」

第
二
期
「
自
覚
」
（
第
二
通
底
項
）
’
一
九
一
二
年
《
論
理
の
理
解
と
数
理
の
理
解
》
（
『
思
索
と
体
験
」
）
～
一
九
四
六
年
、
同

第
三
期
「
場
所
」
（
第
三
通
底
項
）
ｌ
一
九
二
六
年
《
場
所
》
（
『
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
）
～
一
九
川
六
年
、
同

第
四
期
「
弁
証
法
的
一
般
者
」
（
第
四
通
底
項
）
’
一
九
三
四
年
《
弁
証
法
的
一
般
者
と
し
て
の
世
界
》
（
『
竹
学
の
根
本
問
題
続
編
』
）

～
一
九
四
六
年
、
同

こ
の
時
期
区
分
の
特
徴
は
、
松
丸
も
い
う
よ
う
に
（
松
丸
前
掲
将
、
一
七
七
瓦
以
ド
）
、
一
階
屑
榊
造
」
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
第
一
の
立
場
が
第
二
の
江
場
に
移
行
す
る
と
き
、
第
一
の
立
場
が
廃
棄
さ
れ
て
ま
っ
た
く
新
し
い
第
一
の
立
場
が
現
れ
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
第
二
の
立
場
は
第
一
の
立
場
を
土
台
と
し
て
そ
の
上
に
構
築
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
の
立
場
は
さ
ら

に
こ
の
第
一
・
第
二
を
雅
盤
と
し
て
開
拓
さ
れ
、
第
川
の
立
場
に
い
た
っ
て
も
、
第
二
の
立
場
の
Ｉ
に
同
様
の
榊
造
が
踏
襲
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
一
の
立
場
す
な
わ
ち
．
般
者
の
自
己
限
定
」
は
最
後
（
一
九
四
六
年
）
ま
で
、
い
わ
ば
通
奏
低
音
と
し
て
一
貫
し

＊
 

て
流
れ
て
い
る
一
」
と
に
な
る
ｃ

＊
上
山
は
。
般
者
の
自
己
限
定
」
を
全
体
の
共
通
項
と
し
て
第
一
期
の
第
一
通
底
項
に
お
き
、
そ
の
始
点
を
一
九
○
七
年
の
論
文
〈
炎
在
に
つ

い
て
》
（
「
善
の
研
究
』
「
第
二
編
実
在
」
’
九
二
年
、
岩
波
書
店
版
全
集
１
）
と
し
て
い
る
が
、
瞥
見
の
か
き
り
で
は
そ
こ
に
は
こ
の
語
句
は

出
て
こ
な
い
。
「
自
己
限
定
」
（
「
己
自
身
を
限
定
す
る
」
「
自
己
を
限
定
す
る
」
）
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
の
は
、
『
自
覚
に
於
け
る
直
観
と
反
省
』

（
一
九
一
七
年
、
全
集
２
）
以
降
に
お
い
て
で
、
と
く
に
頻
出
す
る
の
は
ゴ
般
者
の
目
地
的
体
系
』
（
一
九
乱
○
年
、
全
集
５
）
で
、
こ
こ
で

。
般
者
の
自
己
限
定
」
の
術
語
が
登
場
す
る
。

＊
 

学
に
一
貫
す
る
テ
ー
マ
を
「
一
般
者
の
自
己
限
定
」
と
見
、
そ
れ
が
展
開
し
て
そ
の
全
体
像
が
構
築
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。

＊
「
絶
対
無
の
探
究
」
、
日
本
の
名
著
幻
『
西
田
幾
多
郎
」
、
中
央
公
論
社
、
’
九
七
○
／
一
九
七
二
年
、
六
七
頁
。

上
山
は
こ
の
自
説
を
「
参
照
図
表
」
に
よ
っ
て
簡
潔
・
明
瞭
に
図
式
化
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
即
し
て
そ
の
時
期
区
分
を

ま
と
め
て
み
よ
う
。
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2９ 

こ
こ
で
は
、
こ
の
．
般
者
の
自
己
限
定
」
を
通
底
課
題
と
す
る
考
え
を
踏
襲
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
一
般
的
に
言
い
か
え
て
、
西
田

哲
学
の
底
流
に
あ
る
も
の
を
〈
自
己
の
探
究
〉
の
視
点
と
解
釈
し
て
そ
の
全
体
の
構
造
を
附
倣
し
て
み
た
い
。
〈
自
己
の
探
究
〉
と
は

自
己
が
自
己
を
究
明
す
る
営
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
こ
に
は
本
質
的
に
〈
自
已
言
及
性
〉
の
柵
造
が
関
わ
っ
て
い
る
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
．
こ
の
〈
尚
二
一
一
百
及
憾
〉
の
視
点
は
、
禰
出
自
身
に
よ
っ
て
Ｉ
直
接
こ
の
術
諮
を
剛
い
て
い
な
い
と
し
て
も
、
み
ず
か

ら
の
鵜
卒
的
な
立
場
と
し
て
ｌ
す
で
に
そ
の
初
期
の
著
作
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
、
こ
の
磯
念
は
胸
山
哲
学
を
解
釈
す

る
た
め
に
外
か
ら
導
入
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
西
田
自
身
の
淋
在
的
な
視
点
を
掘
り
起
こ
し
、
明
確
化
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
。

「
直
接
経
験
」
が
そ
れ
に

晒
櫛
造
」
解
釈
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
一
般
者
の
自
己
限
定
」
と
は
何
か
。
上
山
に
よ
れ
ば
、
西
山
の
全
思
想
を
貫
く
共
通
項
は
二
つ
あ
る
と
い
う
（
上
山
前

掲
稗
、
六
○
頁
上
）
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
「
純
粋
直
観
」
「
直
接
経
験
」
と
い
う
概
念
で
表
現
さ
れ
て
い
る
実
在
の
直
観
的
把
握
が
体

系
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
点
、
第
二
は
、
こ
の
よ
う
な
直
観
的
把
握
の
背
後
に
あ
る
統
一
力
が
具
体
的
で
一
般
的
な
も
の
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
が
み
ず
か
ら
の
分
化
発
展
を
通
し
て
、
特
殊
化
も
し
く
は
限
定
さ
れ
る
過
程
、
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
過
程
が

．
般
者
の
自
己
限
定
」
の
意
味
で
あ
り
、
｜
実
在
の
論
理
構
造
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
田
哲
学
体
系
の
課
題
が
第
一
に
あ
る
な

ら
、
そ
の
よ
う
な
課
題
を
解
く
雑
盤
に
な
る
の
が
「
直
観
的
把
握
の
背
後
に
あ
る
統
一
力
」
と
し
て
の
．
般
者
の
日
ｕ
限
定
」
で
、

そ
れ
が
「
み
ず
か
ら
の
分
化
発
展
を
通
し
て
、
特
殊
化
も
し
く
は
限
定
さ
れ
る
過
程
」
の
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

こ
こ
で
い
う
第
二
共
通
項
．
般
者
の
自
己
限
定
」
が
体
系
全
体
の
通
底
課
題
す
な
わ
ち
土
台
と
な
り
、
第
一
共
通
項
「
純
粋
直
観
」

「
直
接
経
験
」
が
そ
れ
に
乗
つ
か
っ
た
構
築
物
す
な
わ
ち
上
部
櫛
造
と
な
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
上
山
の
い
わ
ゆ
る
「
階

「
デ
デ
キ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
或
体
系
が
自
分
の
中
に
自
分
を
写
し
う
る
時
に
無
限
で
あ
る
（
ロ
ロ
の
房
一
○
日
め
す
鳥
の
｛
目
の
。
二
一
一
ｎ
戸

肴
目
口
の
印
の
】
。
①
曰
の
Ｃ
三
の
ロ
、
』
国
］
。
⑪
の
ヨ
の
『
⑪
の
一
づ
め
合
昌
目
一
一
Ｃ
三
⑫
一
・
）
、
即
ち
ロ
イ
ス
の
所
謂
自
己
代
表
的
体
系
⑫
の
一
〔
『
○
口
８
．
貝
昌
ぐ
の

昌
異
の
ョ
が
無
限
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
如
何
な
る
も
の
が
此
の
如
き
自
己
代
表
的
体
系
で
あ
る
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
〈
我
〉
と
い
ふ
も

Hosei University Repository



3０ 

こ
こ
は
無
限
に
つ
い
て
論
ず
る
文
脈
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
西
田
が
言
及
す
る
デ
ー
デ
キ
ン
ト
ｅ
８
Ｃ
宣
己
・
］
・
三
・
国
・
冨
己
・
』
忠
』
‐

＊
 

Ｐ
④
］
α
）
の
引
用
文
、
「
或
体
系
が
自
分
の
中
に
自
分
を
写
し
う
る
時
に
無
限
で
あ
る
」
で
い
う
「
自
分
の
中
に
自
分
を
写
し
う
る
」
と

は
〈
自
己
一
一
一
口
及
性
〉
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
づ
い
て
そ
れ
を
ロ
イ
ス
（
元
昌
８
］
（
）
⑭
一
畳
》
田
思
」
垣
］
の
）
の
砂
の
一
「
『
の
己
『
ｃ
ｍ
Ｃ
ｐ
国
‐

芹
ご
⑦
の
『
⑫
｛
の
白
の
こ
と
だ
と
数
桁
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
さ
に
〈
自
己
言
及
性
〉
の
謂
で
あ
る
。
こ
こ
で
西
田
は
ロ
ィ
ス
の
こ
の
術

語
、
。
－
「
『
８
『
の
⑰
の
ロ
国
（
ご
Ｃ
を
一
自
己
代
表
的
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
一
自
己
表
象
的
」
な
い
し
「
自
己
表
現
的
」
と
訳

し
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
上
山
の
よ
う
に
「
自
己
自
身
を
写
す
」
と
い
い
か
え
れ
ば
（
上
山
前
掲
杏
、

七
○
頁
上
）
、
そ
の
ま
ま
〈
自
己
言
及
性
〉
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

＊
な
お
、
デ
ー
デ
キ
ン
ト
の
こ
の
文
急
に
つ
い
て
は
、
上
山
は
「
或
る
体
系
は
、
そ
の
体
系
の
真
の
部
分
に
机
似
で
あ
る
な
ら
ば
、
雌
限
で
あ
る

と
言
う
」
と
注
記
し
、
河
野
伊
三
郎
沢
で
は
「
集
合
Ｓ
は
、
も
し
そ
れ
自
身
の
真
部
分
集
合
に
相
似
な
ら
ば
、
〈
無
限
〉
で
あ
る
と
い
い
…
…
」

と
し
て
い
る
（
「
数
に
つ
い
て
』
一
九
六
一
／
一
九
六
七
年
、
岩
波
文
庫
）
。
な
お
原
文
で
は
、
上
記
引
用
に
続
い
て
、
〈
目

。
。
｛
狛
の
、
の
ご
曲
の
②
：
国
〕
司
箪
一
一
Ｃ
コ
の
一
国
一
切
の
ョ
の
目
一
一
・
ず
。
ぬ
い
湯
一
・
ョ
・
〉
（
二
目
塾
員
§
且
§
爵
。
（
』
§
鳶
昏
ミ
§
・
】
□
圏
・
国
『
目
『
一
罪
ｎ
コ
三
島
・
）

と
あ
り
、
河
野
訓
で
は
、
「
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
Ｓ
を
〈
有
限
〉
集
合
で
あ
る
と
い
う
」
と
な
っ
て
い
る
。

の
を
罰
『
の
一
号
の
①
ど
の
一
例
と
し
た
様
に
、
デ
デ
キ
ン
ト
も
〈
自
分
の
思
想
の
対
象
と
な
り
得
る
自
分
の
思
想
界
は
無
限
で
あ
る
〉

と
い
っ
て
居
る
、
即
ち
或
物
が
自
分
の
思
想
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
ふ
思
想
は
ま
た
自
分
の
思
想
界
に
属
す
る
の
で
あ

る
。
我
々
は
我
々
の
反
省
的
意
識
に
於
て
、
自
分
を
思
惟
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
又
自
己
の
思
惟
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
冊
来
る
。

斯
く
し
て
恰
も
両
明
鏡
の
間
に
峡
ず
ろ
影
の
如
く
、
又
ロ
イ
ス
が
挙
げ
て
居
る
英
国
に
居
て
英
国
の
完
全
な
る
地
図
を
ひ
く
例
の
如

く
無
限
に
進
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
此
処
に
所
謂
無
限
の
真
相
が
あ
る
、
時
間
空
間
の
無
限
と
い
ふ
如
き
こ
と
も
斯
く
の
如
き
思
惟

＊
 

の
無
限
性
に
由
る
の
で
あ
る
」
（
〈
論
理
の
理
解
と
数
理
の
班
解
〉
一
九
一
一
一
年
、
「
思
索
と
体
験
』
全
集
ｌ
、
一
一
六
四
頁
）

＊
西
田
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
岩
波
書
店
版
全
集
（
第
四
版
、
一
九
八
七
～
一
九
八
九
年
）
に
よ
っ
た
。
漢
字
の
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
ほ

か
は
、
仮
名
過
い
、
表
記
と
も
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
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3１ 

さ
ら
に
西
田
は
、
ロ
イ
ス
を
援
用
し
つ
つ
く
自
己
言
及
性
〉
の
視
点
を
明
確
に
し
て
い
く
。
そ
れ
を
説
く
の
は
つ
ぎ
の
引
用
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
は
明
ら
か
に
ロ
イ
ス
の
立
場
印
の
一
［
‐
用
８
『
の
幼
の
ロ
（
島
く
の
⑩
房
一
の
日
⑫
を
「
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
」
と
い
う
〈
自
己
言
及

性
〉
の
構
造
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

こ
こ
で
「
反
省
」
を
「
自
己
が
自
己
を
写
す
」
「
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
」
と
言
い
か
え
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
〈
自
己
言
及

性
〉
の
構
造
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
前
の
引
用
で
「
両
明
鏡
の
間
に
映
ず
る
影
の
如
く
」
と
い
い
、
こ
こ
で
「
両
明
鏡
間
に
あ
る

物
影
が
無
限
に
其
影
を
映
し
て
行
く
」
と
い
う
の
は
、
「
自
己
映
写
」
の
視
点
か
ら
み
た
く
自
己
言
及
性
〉
の
典
型
的
な
具
体
的
例
示

｜
自
己
が
自
己
を
反
省
す
る
と
い
ふ
こ
と
、
即
ち
自
己
が
自
己
を
写
す
と
い
ふ
こ
と
は
、
単
に
そ
れ
ま
で
の
こ
と
で
は
な
く
し
て
、

此
中
に
無
限
な
る
統
一
的
発
展
の
意
義
を
蔵
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
ロ
イ
ス
の
云
ふ
様
に
、
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
と
い
ふ
一
つ

の
企
図
か
ら
、
無
限
の
系
列
を
発
展
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
〔
略
〕
斯
く
し
て
無
限
に
進
み
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
尚
両
明

鏡
間
に
あ
る
物
影
が
無
限
に
其
影
を
映
し
て
行
く
の
と
一
般
で
あ
る
（
元
。
『
８
弓
冨
三
・
『
｜
二
目
。
一
盲
『
コ
ニ
ー
ぐ
已
目
一
・
コ
『
い
｛

＊
 

の
⑦
１
＄
の
５
℃
一
の
曰
の
日
四
『
『
園
⑫
ご
）
。
自
己
が
自
己
を
反
省
す
る
即
ち
之
を
写
す
と
い
ふ
の
は
、
所
謂
経
験
を
概
念
の
形
に
於
て

写
す
と
い
ふ
様
に
、
自
己
を
離
れ
て
自
己
を
写
す
の
で
は
な
い
、
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
の
で
あ
る
。
反
省
は
自
己
の
中
の
事
実

で
あ
る
、
自
己
は
之
に
因
っ
て
自
己
に
或
物
を
加
へ
る
の
で
あ
る
、
自
己
の
知
識
で
あ
る
と
共
に
自
己
発
展
の
作
用
で
あ
る
」
含
自

覚
に
於
け
る
直
観
と
反
省
』
一
九
一
七
年
、
全
集
２
、
一
六
頁
）

＊
ロ
イ
ス
の
こ
の
牌
は
、
こ
の
司
一
『
ぬ
（
の
①
『
】
の
鱒
ゴ
ミ
ざ
ミ
思
翰
へ
Ｃ
１
８
へ
ｅ
冒
曾
へ
§
の
旦
犀
ご
頃
に
、
の
８
目
⑫
の
１
屡
冒
冒
量
冒
善
・
冒
巨
青

三
・
自
』
。
ａ
③
【
を
加
え
た
二
巻
本
（
一
忠
し
‐
］
ｇ
］
『
ロ
（
〕
く
。
『
毛
呂
一
一
恩
ご
◎
二
ｍ
．
］
④
ｇ
・
）
で
あ
る
。
ロ
イ
ス
は
こ
の
苫
の
〈
⑫
５
口
｜
の
ョ
の
。
旨
ご

向
い
の
口
胃
『
ゴ
の
（
）
ロ
の
．
＆
の
二
目
ご
・
：
ニ
ー
ゴ
の
一
コ
｛
】
昌
一
Ｃ
〉
の
く
め
①
。
二
○
『
］
曰
邑
］
・
旨
）
。
「
旨
三
○
コ
。
｛
、
『
臣
Ｃ
の
○
｛
の
Ｃ
ｌ
「
，
幻
ｇ
『
の
⑫
の
。
画
｛
｜
ご
危

攪
肩
ョ
”
〉
で
、
禰
田
が
前
の
引
鳳
で
言
及
し
た
の
と
岡
じ
デ
ー
デ
キ
ン
ト
の
文
章
を
英
沢
で
引
川
し
て
い
る
．
ｌ
〈
シ
…
…
一
…
一
一
巴

・
一
員
ヨ
ー
ニ
●
・
急
ぎ
の
ロ
｜
目
印
の
一
日
】
宮
『
一
○
四
８
コ
⑫
一
言
】
。
『
】
（
（
○
『
己
『
Ｃ
ご
Ｃ
『
）
□
ロ
『
（
。
［
一
一
ゅ
○
一
（
一
言
三
つ
８
．
－
国
『
『
８
ｍ
の
勿
一
砂
８
－
－
の
ロ
津
・
「
曰
】
一
Ｃ
・

望
曽
の
日
・
〉
（
で
．
、
Ｓ
）
。
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3２ 

そ
れ
で
は
こ
の
＊
 

検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
西
田
は
、
「
自
己
代
表
的
」
と
は
す
な
わ
ち
「
自
己
の
中
に
自
己
を
写
す
」
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
が
、
そ
れ

こ
そ
す
で
に
い
っ
た
よ
う
に
〈
自
己
言
及
性
〉
の
視
点
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
無
限
な
る
自
己
発
展
に
よ
っ
て
、
自
覚
、
す
な
わ
ち

自
己
が
自
己
を
反
省
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
こ
こ
に
〈
自
己
の
探
究
〉
の
直
観
的
な
過
程
が
成
り
立
つ
。

＊
こ
こ
で
は
主
著
に
限
定
し
て
考
察
の
対
象
と
し
、
『
善
の
研
究
』
（
一
九
二
年
、
全
集
ｌ
）
か
ら
『
哲
学
の
根
本
問
題
続
編
』
（
一
九
三
四
年
、

全
集
７
）
ま
で
の
範
囲
と
す
る
。
さ
ら
に
、
と
く
に
二
つ
の
論
文
、
〈
種
の
生
成
発
展
の
問
題
〉
（
一
九
三
七
年
、
『
哲
学
論
文
集
第
二
』
、
全
集

８
）
と
〈
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
》
（
一
九
三
九
年
、
「
哲
学
論
文
集
第
三
」
、
全
集
９
）
を
吟
味
の
対
象
に
加
え
る
。

『
善
の
研
究
』
で
は
、
〈
自
己
の
探
究
〉
は
ま
ず
「
自
己
実
現
」
（
あ
る
い
は
「
自
己
発
展
」
）
と
い
う
概
念
で
展
開
す
る
。
こ
の
術
語

は
と
く
に
第
一
編
か
ら
第
三
編
に
か
け
て
頻
出
す
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
引
い
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

＊
 

に
よ
る
説
明
で
あ
ヲ
（
）
。

＊
な
お
、
「
自
己
雌

「
思
惟
の
統
一
の
真
相
は
、
自
覚
の
統
一
に
於
て
の
様
に
、
自
己
の
中
に
自
己
を
写
す
自
己
代
表
的
体
系
の
統
一
で
あ
っ
て
、
即
ち

自
己
の
中
に
変
化
の
動
機
を
蔵
し
己
自
身
に
て
無
限
に
進
み
行
く
動
的
統
一
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
全
集
ｌ
、
二
六
五
頁
以
下
）

＊
な
お
、
「
自
己
映
写
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
は
た
ら
く
「
樹
所
」
を
「
鏡
」
に
磐
え
る
個
所
は
数
多
く
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
「
働
く
も
の
か
ら

見
る
も
の
へ
」
（
一
九
一
一
七
年
、
全
集
４
）
に
頻
出
す
る
。
「
鏡
」
の
〈
自
己
言
及
〉
と
の
関
わ
り
で
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
で
改
め
て
検
討
す
る
。

こ
れ
が
く
自
己
言
及
性
〉
の
構
造
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
数
桁
し
て
い
う
つ
ぎ
の
引
用
に
よ
り
鮮
明
に
示
さ
れ
る
。

２ 

〈
自
己
言
及
性
〉
の
構
造
は
西
田
哲
学
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
、
そ
の
視
点
で
改
め
て
そ
の
著
作
を
吟
味
。
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3３ 

こ
の
「
自
己
実
現
」
の
た
め
に
、
そ
れ
へ
の
過
程
と
し
て
、
『
善
の
研
究
』
の
後
半
、
す
な
わ
ち
第
三
編
の
終
結
部
で
、
｜
自
己
知
」

と
い
う
視
点
が
導
入
さ
れ
る
。
こ
の
「
自
己
知
」
こ
そ
、
西
田
哲
学
に
お
け
る
〈
自
己
言
及
性
〉
の
初
期
形
態
な
い
し
は
基
本
形
態
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
純
粋
経
験
の
事
実
と
は
所
謂
一
般
な
る
者
が
己
自
身
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
」
（
全
集
ｌ
、
二
六
頁
）

｜
‐
真
理
を
知
る
と
か
、
之
に
従
ふ
と
か
い
ふ
の
は
、
自
己
の
経
験
を
統
一
す
る
謂
で
あ
る
、
小
な
る
統
一
よ
り
大
な
る
統
一
に
す
塾

む
の
で
あ
る
。
而
し
て
我
々
の
真
正
な
自
己
は
此
統
一
作
用
其
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
真
理
を
知
る
と
い
ふ
の
は
人
な
る
自
己
に
従

ふ
の
で
あ
る
、
大
な
る
自
己
の
実
現
で
あ
る
」
（
同
上
、
三
三
頁
）

「
意
志
と
は
或
理
想
を
現
実
に
せ
ん
と
す
る
の
で
、
現
在
と
理
想
と
の
対
立
で
あ
る
。
併
し
こ
の
意
志
が
実
行
せ
ら
れ
理
想
と
一
致

し
た
時
、
こ
の
現
在
は
更
に
他
の
理
想
と
対
立
し
て
新
な
る
意
志
が
出
て
く
る
。
か
く
し
て
我
々
の
生
き
て
居
る
間
は
、
何
処
ま
で

も
自
己
を
発
展
し
実
現
し
ゆ
く
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
七
七
頁
以
下
）

「
我
々
の
意
識
は
思
惟
、
想
像
に
於
て
も
意
志
に
於
て
も
又
所
謂
知
覚
、
感
情
、
衝
動
に
於
て
も
皆
其
根
抵
に
は
内
面
的
統
一
な
る

者
が
働
い
て
居
る
の
で
、
意
識
現
象
は
凡
て
此
一
な
る
者
の
発
展
完
成
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
全
体
を
統
一
す
る
最
深
な
る
統
一
力

が
我
々
の
所
謂
自
己
で
あ
っ
て
、
意
志
は
最
も
能
く
此
力
を
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
考
へ
て
見
れ
ば
意
志
の
発
展
完
成
は
直

に
自
己
の
発
展
完
成
と
な
る
の
で
、
善
と
は
自
己
の
発
展
完
成
の
の
一
［
‐
『
の
四
一
一
国
島
（
）
ロ
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
」
（
同
上
、
一
四

「
自
己
の
最
大
要
求
を
充
し
自
己
を
実
現
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
自
己
の
客
観
的
理
想
を
実
現
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
、
即
ち
客

観
と
一
致
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
（
同
ｆ
、
一
五
ｎ
頁
）

五
頁
）

「
我
々
が
実
在
を
知
る
と
い
ふ
の
は
、
自
己
の
外
の
物
を
知
る
の
で
は
な
い
、
自
己
自
身
を
知
る
の
で
あ
る
。
実
在
の
真
善
美
は
直
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3４ 

こ
の
二
つ
の
引
用
で
は
新
た
に
「
反
省
」
概
念
が
導
入
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
内
容
か
ら
い
っ
て
、
〈
自
己
言
及
性
〉
の
視
点
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
著
作
で
は
「
反
省
」
概
念
は
、
『
善
の
研
究
』
で
言
及
さ
れ
た
「
自
己
実
現
」
（
あ
る
い
は
一
自
己
発
展
」
）
へ
の
過
程

と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
く
。

『
自
覚
に
於
け
る
直
観
と
反
省
』
二
九
一
五
、
全
集
２
）
に
い
た
る
と
、
「
自
己
知
」
は
「
反
省
」
と
い
う
概
念
に
い
い
か
え
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
〈
自
己
言
及
性
〉
の
視
点
が
明
瞭
に
な
る
。
ま
ず
こ
の
書
の
冒
頭
で
「
反
省
」
概
念
が
登
場
し
、
続
い
て
そ
れ

が
く
自
己
言
及
性
〉
の
視
点
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

「
直
観
と
い
ふ
の
は
、
主
客
未
だ
分
れ
な
い
、
知
る
も
の
と
知
ら
れ
る
も
の
と
一
つ
で
あ
る
、
現
実
そ
の
侭
な
、
不
断
進
行
の
意
識

で
あ
る
。
反
省
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
進
行
の
外
に
立
っ
て
、
翻
っ
て
之
を
見
た
意
識
で
あ
る
」
（
全
集
２
，
ｌ
ｘ
頁
）

「
自
覚
に
於
て
は
、
自
己
が
自
己
の
作
用
を
対
象
と
し
て
、
之
を
反
省
す
る
と
共
に
、
か
く
反
省
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
直
に
日
己
発

展
の
作
用
で
あ
る
、
か
く
し
て
無
限
に
進
む
の
で
あ
る
。
反
省
と
い
ふ
こ
と
は
、
自
覚
の
意
識
に
於
て
は
、
外
よ
り
加
へ
ら
れ
た
偶

然
の
出
来
事
で
は
な
く
、
実
に
意
識
其
者
の
必
然
的
性
質
で
あ
る
の
で
あ
る
」
同
上
）

に
自
己
の
真
善
美
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
全
集
１
、
一
六
四
頁
）

「
道
徳
の
礪
は
自
己
の
外
に
あ
る
者
を
求
む
る
の
で
は
な
い
、
唯
自
己
に
あ
る
者
を
見
出
す
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
一
六
七
頁
）

「
実
地
上
真
の
善
と
は
唯
一
つ
あ
る
の
み
で
あ
る
、
即
ち
真
の
自
己
を
知
る
と
い
ふ
に
尽
き
て
居
る
。
我
々
の
真
の
自
己
は
宇
宙
の

本
体
で
あ
る
、
真
の
自
己
を
知
れ
ば
背
に
人
類
一
般
の
善
と
合
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
宇
宙
の
本
体
と
融
合
し
神
意
と
具
合
す
る
の

で
あ
る
。
宗
教
も
道
徳
も
実
に
此
処
に
尽
き
て
い
る
。
而
し
て
真
の
自
己
を
知
り
神
と
合
す
る
法
は
、
唯
主
客
合
一
の
力
を
自
得
す

る
に
あ
る
の
み
で
あ
る
」
（
同
上
）
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3５ 

さ
ら
に
、
こ
の
著
作
で
展
開
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
く
自
己
言
及
性
〉
の
視
点
を
、
そ
の
主
な
記
述
に
か
ぎ
っ
て
拾
っ
て
み

よ
う
。
そ
れ
ら
は
、
「
反
省
」
や
「
自
己
内
返
照
」
の
概
念
、
あ
る
い
は
「
自
己
知
」
、
「
自
己
認
識
」
、
「
自
己
映
写
」
等
の
類
義
語
で

展
開
す
る
。

「
す
べ
て
実
在
は
己
自
身
を
認
識
す
る
こ
と
に
依
っ
て
独
立
な
る
真
実
性
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
、
真
の
、
己
原
因
８
口
＆
⑫
巳
は

＊
 

己
自
身
を
認
識
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
も
い
っ
て
居
る
よ
う
に
〈
汝
自
身
を
知
れ
〉
と
い
ふ
一
」
と
は
単
に
実
践

的
に
意
味
あ
る
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
櫛
学
的
に
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
（
全
染
２
、
六
七
口
）

＊
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
れ
と
同
じ
意
味
の
文
一
一
詞
、
に
つ
い
て
は
他
の
著
作
で
も
言
及
し
て
い
る
。
ｌ
「
「
へ
Ｉ
ゲ
ル
の
一
笛
っ
た
様
に
、
凡
て
の
学
問
の
目

的
は
、
精
神
が
天
地
間
の
万
物
に
於
て
己
自
身
を
知
る
に
あ
る
の
で
あ
る
」
（
全
集
１
、
三
三
頁
）
。

「
自
覚
に
於
て
は
反
省
と
い
ふ
こ
と
が
事
実
で
あ
る
と
共
に
創
造
的
発
展
の
作
用
で
あ
る
、
事
実
が
発
展
を
生
み
、
発
展
が
事
実
と

な
る
、
自
己
は
自
己
を
反
省
し
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
能
生
は
直
に
所
生
、
所
生
は
直
に
能

生
で
あ
っ
て
、
｜
な
る
我
は
反
省
に
於
て
分
裂
す
る
我
で
あ
り
、
反
省
に
於
て
分
裂
す
る
我
は
即
ち
一
な
る
我
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と

が
で
き
る
」
（
同
上
、
一
○
六
頁
）

「
〈
甲
が
甲
で
あ
る
〉
と
い
ふ
こ
と
を
我
々
は
〈
甲
〉
を
反
省
す
る
と
い
ふ
、
併
し
〈
甲
〉
其
者
か
ら
見
れ
ば
〈
叩
〉
な
る
意
識
が

己
自
身
の
根
抵
に
還
り
行
く
こ
と
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
一
層
深
き
実
在
た
る
統
一
的
〈
甲
〉
が
己
自
身
を
顕
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

〔
略
〕
〈
甲
〉
と
い
ふ
意
識
内
容
を
反
省
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
上
に
云
っ
た
様
に
〈
甲
〉
が
己
自
身
の
根
祇
に
還
り
行
く
こ
と
で
あ

る
、
而
し
て
斯
く
〈
甲
〉
が
己
自
身
に
還
り
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
一
刀
か
ら
見
れ
ば
〈
甲
〉
が
己
自
身
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
、

〈
甲
〉
が
己
自
身
を
実
現
す
る
の
は
他
の
力
に
よ
る
の
で
は
な
い
、
〈
甲
〉
其
者
が
己
自
身
を
発
展
す
る
の
で
あ
る
、
真
の
〈
甲
〉

は
寧
ろ
こ
の
発
歴
其
者
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
」
（
全
集
２
、
六
一
一
一
頁
以
ｒ
）
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3６ 

『
意
識
の
問
題
』
二
九
二
○
年
、
全
集
３
）
で
は
、
「
反
省
」
に
加
え
て
新
た
に
「
自
己
目
的
」
の
概
念
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
と
の
関

わ
り
で
〈
自
己
言
及
性
〉
の
機
造
が
論
じ
ら
れ
る
。

「
自
我
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
自
己
が
自
己
を
省
み
る
、
知
る
も
の
と
知
ら
れ
る
も
の
と
が
真
に
一
で
あ
る
、
此
処
に
自

我
の
真
相
が
あ
る
」
（
同
上
）

「
我
々
が
自
己
の
内
容
と
考
へ
る
も
の
は
却
っ
て
反
省
せ
ら
れ
た
自
己
で
あ
る
、
外
面
的
た
る
を
免
れ
な
い
。
自
我
が
あ
る
と
い
ふ

こ
と
は
物
が
あ
る
こ
と
と
同
意
義
で
は
な
い
、
自
己
自
身
の
尾
を
食
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
る
蛇
の
如
く
、
自
己
は
自
己
自
身
を
減

「
経
験
の
無
限
な
る
統
一
と
い
ふ
こ
と
は
、
当
為
即
存
在
で
、
純
粋
活
動
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
即
ち
創
造
的
進
化
と
い
ふ
こ
と
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
何
と
な
れ
ば
無
限
と
は
自
己
の
中
に
自
己
を
写
す
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
是
に
於
て
は
我
は
我
を
忘
じ
、
主
客

合
一
、
万
物
我
と
一
体
で
あ
る
」
（
同
上
、
二
五
○
頁
）

「
我
々
の
一
々
の
意
識
は
恰
も
一
つ
の
点
が
無
限
な
る
次
元
の
連
続
に
於
て
老
へ
ら
れ
得
る
如
く
に
、
無
限
な
る
対
他
の
関
係
を
含

ん
で
い
る
、
自
己
内
返
照
幻
の
｛
一
の
〆
一
○
ロ
ヨ
巴
呂
と
同
時
に
他
者
内
返
照
幻
の
色
の
画
Ｃ
。
盲
目
Ｑ
の
『
の
の
で
あ
る
、
意
識
の
或
一
点
が
限

定
せ
ら
れ
た
時
、
直
に
己
自
身
の
否
定
を
含
ん
で
居
る
、
即
ち
止
揚
シ
巳
す
の
ず
目
の
可
能
を
含
ん
で
居
る
」
（
同
上
、
三
○
一
頁
）

「
己
自
身
の
中
に
変
化
を
含
む
と
い
ふ
こ
と
は
己
自
身
の
中
に
目
的
を
含
む
と
い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
目
的
が
日
Ｊ

の
中
に
働
い
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
は
、
目
的
を
己
自
身
の
中
に
含
み
目
的
が
自
己
の
中
に
働
く
と
い
ふ
の

は
、
単
に
精
神
現
象
に
の
み
で
な
い
、
生
物
現
象
に
於
て
も
爾
云
ひ
得
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
精
神
現
象
に
於
て
は
目
的
自
身
が
意
識

さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
斯
く
し
て
始
め
て
真
に
目
的
が
内
面
的
で
あ
り
、
月
的
自
身
が
働
く
と
云
ふ
こ
と
か
で
き
る
の
で
あ
る
」

る
」
（
同
上
、
一
四
八
頁
）

（
全
集
３
、
一
○
一
頁
）

「
目
的
観
念
の
真
の
内
容
は
外
界
の
事
物
で
は
な
く
し
て
、
自
己
の
状
態
其
者
で
あ
る
、
自
己
が
自
己
自
身
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
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3７ 

れ
る
個
所
で
あ
る
。

『
藝
術
と
道
徳
」
（
一
九
二
三
年
、
全
集
３
）
で
は
、
さ
ら
に
〈
自
己
言
及
性
〉
の
構
造
が
多
彩
な
視
点
か
ら
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も

一
Ｉ
反
省
」
「
自
覚
」
と
の
関
わ
り
か
ら
〈
自
己
言
及
性
〉
の
構
造
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
そ
の
部
分
は
除
き
、
よ

り
典
型
的
な
概
念
に
か
ぎ
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
自
己
映
写
」
、
｜
‐
自
己
帰
還
」
、
「
自
己
潜
入
」
、
「
自
己
知
」
と
解
釈
さ

と
く
に
上
記
第
四
引
用
に
あ
る
「
自
己
自
身
の
尾
を
食
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
る
蛇
」
と
は
、
「
自
己
目
的
」
と
の
か
ら
み
に
お
け

る
〈
自
己
言
及
性
〉
の
典
型
的
な
視
覚
的
説
明
で
、
先
に
引
用
し
て
検
討
し
た
（
本
稿
１
）
「
自
己
映
写
」
の
観
点
に
お
け
る
「
両
明
鏡

の
間
に
映
ず
る
影
の
如
く
」
あ
る
い
は
「
両
明
鏡
間
に
あ
る
物
影
が
無
限
に
其
影
を
映
し
て
行
く
」
と
同
様
の
、
ま
さ
に
象
徴
的
表
現

で
あ
る
。

「
自
覚
に
於
て
は
、
知
る
も
の
と
知
ら
れ
る
も
の
と
が
一
で
あ
る
、
知
る
働
き
其
者
が
我
で
あ
る
、
知
る
こ
と
は
働
く
こ
と
で
あ
る
。

〔
略
〕
自
己
の
中
に
自
己
を
写
す
自
己
は
無
限
の
進
行
を
含
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
静
止
す
る
自
己
は
考
へ
ら
れ
た
自
己
で
あ
っ
て
、
考

へ
る
自
己
で
は
な
い
」
（
余
災
３
、
二
四
七
頁
）

「
我
々
の
人
格
が
深
く
自
己
自
身
の
中
を
照
し
て
自
己
自
身
を
知
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
、
行
為
が
行
為
自
身
を
自
覚
す
る
の
で

あ
る
。
我
々
は
意
識
一
般
の
立
場
を
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
ち
理
性
と
内
に
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
格
的
内
容
が

成
り
立
ち
、
此
内
容
が
右
の
如
き
場
合
に
於
て
積
極
的
に
自
己
自
身
を
知
る
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
三
五
六
頁
）

「
思
惟
と
経
験
と
の
賎
も
根
本
的
な
結
合
は
、
日
由
我
の
深
い
奥
底
に
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
物
と
は
此
の
如
き
自
由
我
の
統
一
を

射
影
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
、
意
志
が
自
己
自
身
を
反
省
し
、
自
己
の
対
象
と
し
て
自
己
の
中
に
自
己
を
写
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
」

ま
ず
「
自
己
映
写
「
｜
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
部
分
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

（
同
上
、
四
五
七
頁
）

し
行
く
所
に
、
真
の
自
我
が
あ
る
の
で
あ
る
」
（
同
化
、
一
四
九
頁
）
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3８ 

最
後
に
、
〈
自
己
言
及
性
〉
の
基
本
形
と
目
さ
れ
る
「
自
己
知
」
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
。

「
我
々
が
理
性
的
に
考
へ
る
と
は
、
自
己
が
自
己
の
中
に
入
る
こ
と
で
あ
る
、
自
己
が
対
象
化
せ
ら
れ
る
の
を
避
け
て
自
己
自
身
の

純
活
動
に
還
る
と
い
ふ
一
」
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
全
集
３
、
一
一
九
九
頁
）

「
我
々
が
自
己
の
経
験
内
容
を
分
析
す
る
に
は
、
内
容
を
超
越
し
、
之
を
否
定
し
た
立
場
の
上
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
知
的
自

我
の
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
此
の
方
面
に
進
み
行
く
こ
と
は
、
自
己
が
自
己
発
展
の
過
程
と
し
て
、
深
く
自
己
自
身
の
中

に
沈
み
行
く
こ
と
で
あ
る
」
（
同
上
、
一
一
一
○
一
瓦
）

「
我
々
が
理
性
的
と
な
る
と
云
ふ
の
は
、
此
立
場
〔
自
己
の
自
然
性
〕
に
打
ち
兎
っ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
一
方
に
於
て
自
己
を
超
越

す
る
と
共
に
、
深
く
自
己
自
身
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
で
あ
る
」
（
同
化
、
三
○
Ｋ
頁
）

「
我
々
の
自
己
は
如
何
な
る
対
象
を
も
日
Ｑ
の
中
に
含
み
、
無
限
に
深
く
自
己
の
中
に
入
り
行
く
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
超
越
的
で

あ
る
。
具
体
的
自
我
は
意
識
一
般
の
立
場
を
自
己
の
中
に
含
ん
で
居
る
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
三
九
六
頁
）

「
我
々
が
推
論
式
に
於
て
外
に
無
限
に
客
観
的
な
基
礎
を
求
め
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
、
内
に
無
限
に
自
己
に
還
る
こ
と
で
あ
る
。

私
の
世
界
の
進
み
行
く
先
は
、
私
自
身
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
無
限
な
る
知
識
の
体
系
を
統
一
し
、
決
定
す
る
も
の
は
、
私
の
深

い
奥
底
に
あ
る
。
理
性
は
意
志
発
展
の
過
程
に
外
な
ら
な
い
、
即
ち
自
己
自
身
の
純
化
作
用
に
過
ぎ
な
い
」
同
上
、
四
四
八
頁
）

「
意
志
に
あ
っ
て
は
、
意
志
が
意
志
自
身
を
目
的
と
し
て
自
己
自
身
に
還
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
客
観
性
を
得
る
、
即
ち
主
客
合

一
の
純
な
る
活
動
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
客
観
的
と
な
る
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
四
九
五
頁
）

「
所
謂
経
験
界
は
、
意
志
が
自
己
の
中
に
自
己
自
身
を
狭
ぜ
る
意
志
の
射
影
に
過
ぎ
な
い
。
意
志
が
自
己
自
身
の
立
場
に
於
て
自
覚

す
る
時
、
経
験
界
の
事
実
は
我
の
表
現
と
な
る
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
、
四
三
頁
）

つ
ぎ
に
、
「
自
己
帰
還
」
あ
る
い
は
「
自
己
潜
入
」
と
分
類
で
き
る
よ
う
な
も
の
は
、
以
下
の
引
用
に
認
め
ら
れ
る
。
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3９ 

「
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
（
一
九
二
七
年
、
全
集
４
）
に
い
た
る
と
、
前
著
で
出
尽
く
し
た
感
の
あ
る
く
自
己
言
及
性
〉
の
視
点

と
し
て
の
「
自
己
映
写
」
、
「
自
己
帰
還
」
、
「
自
己
潜
入
」
、
「
自
己
知
」
等
が
さ
ら
に
繰
り
返
し
詳
細
に
展
開
さ
れ
る
。
内
容
の
基
本
的

な
点
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
工
異
曲
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
煩
瑛
を
避
け
る
た
め
に
そ
れ
ら
に
関
す
る
言
及

は
省
略
し
、
新
た
な
視
点
が
導
入
さ
れ
た
個
所
の
み
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

こ
こ
で
新
た
に
登
場
す
る
概
念
は
、
一
自
己
直
観
」
、
「
自
己
叙
述
」
、
「
自
己
述
語
」
、
「
自
己
表
現
」
、
「
自
覚
の
鏡
」
あ
る
い
は
「
鏡
「
｜
、

ま
ず
、
「
自
己
直
観
」
い
う
視
点
が
、
こ
の
著
作
「
前
編
」
の
最
初
の
論
文
で
登
場
し
た
後
、
こ
の
考
え
は
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
概

念
と
の
か
ら
み
で
論
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
自
己
超
越
」
で
あ
る
。

頁
、－／

「
我
が
我
を
知
る
時
、
知
ら
れ
ざ
る
我
が
あ
る
と
い
ふ
一
」
と
は
で
き
ぬ
、
知
ら
れ
ざ
る
も
の
は
我
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
知
っ
た

時
、
は
じ
め
て
我
が
あ
る
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
か
。
併
し
我
を
知
る
も
の
は
我
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
な
く
し
て
我
を
知
る
と
い

ふ
一
）
と
は
で
き
ぬ
。
我
々
は
我
々
の
自
覚
に
於
て
、
明
に
判
断
以
前
の
知
識
と
い
ふ
も
の
を
認
め
ざ
る
得
な
い
」
（
全
集
３
、
四
六
八

「
意
志
は
意
志
自
身
の
創
造
に
よ
っ
て
満
足
す
る
の
で
あ
る
、
自
己
は
自
己
自
身
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
、
我
々
が
直
覚
的
に
見
る
と
信
ず
る
も
の
は
、
省
み
ら
れ
た
我
の
如
く
、
我
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
我
が
我
自
身
を
見
る

の
で
あ
る
。
〔
略
〕
自
己
は
自
己
を
対
象
化
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
能
動
的
自
己
は
、
達
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
極
限
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」
（
同
上
、
四
七
二
頁
）

「
自
己
自
身
を
知
る
こ
と
な
く
し
て
、
客
観
的
精
神
の
実
在
性
は
な
い
。
自
己
自
身
を
知
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
精
神
的
実
在
の
本
質

で
あ
る
。
而
し
て
自
ら
知
る
と
い
ふ
こ
と
そ
の
事
が
、
働
く
こ
と
で
あ
り
、
発
展
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
同
上
、
五
一
一
万
頁
）
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4０ 

一
‐
そ
の
〔
側
物
的
な
る
も
の
の
〕
内
容
が
単
一
な
る
時
、
自
同
的
判
断
に
於
て
見
る
如
く
、
自
己
自
身
の
述
語
と
な
る
如
く
考
へ
ら
れ
、

そ
の
内
容
が
多
様
な
る
時
、
包
摂
判
断
に
於
て
の
様
に
、
主
語
と
述
語
と
が
分
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
此
場
合
に
於
て
も
、

一
般
的
な
る
も
の
が
自
己
自
身
に
就
い
て
自
己
を
叙
述
す
る
の
で
あ
る
。
判
断
は
一
般
的
な
る
も
の
が
自
己
自
身
を
叙
述
す
る
よ
り

始
ま
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
」
（
全
集
４
、
一
○
二
頁
）

「
判
断
の
主
語
と
し
て
、
之
に
つ
い
て
何
等
か
の
述
語
を
附
加
し
得
る
も
の
は
、
自
己
自
身
に
同
一
な
る
も
の
と
し
て
、
少
く
も
自

己
自
身
の
述
語
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
自
己
自
身
に
同
一
な
る
も
の
は
既
に
一
般
化
せ
ら
れ
た
も
の
と
云
ひ
得

る
。
真
に
一
般
的
な
る
も
の
は
、
自
己
自
身
に
同
一
な
る
も
の
で
あ
る
、
自
己
自
身
を
質
料
と
し
、
自
己
自
身
に
つ
い
て
述
語
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
上
、
一
○
三
頁
）

「
純
な
る
作
用
が
純
な
る
作
用
と
し
て
自
己
自
身
を
維
持
す
る
基
体
は
、
自
ら
知
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
同
的
判
断
の
形

に
於
て
、
自
己
自
身
の
述
語
と
な
る
直
観
の
基
体
は
、
自
己
自
身
を
知
り
、
自
己
自
身
を
表
現
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
単

｜
‐
同
ｕ
叙
述
」
と
「
自
己
述
語
」
、
あ
る
い
は
「
自
已
表
現
一
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
働
く
と
い
ふ
一
」
と
は
、
精
神
的
な
る
も
の
が
自
己
自
身
に
還
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
直
観
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
於
て
、
見
る

こ
と
が
直
観
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
考
へ
る
こ
と
も
直
観
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
〔
略
〕
精
神
的
な
る
も
の
が
自
己
自
身
を
発
展

し
、
自
己
自
身
に
還
る
こ
と
を
直
観
と
す
る
な
ら
ば
、
此
の
如
き
作
用
に
於
て
真
に
自
己
が
自
己
を
直
観
す
る
と
云
い
得
る
で
あ
ら

う
」
（
「
自
己
帰
還
」
と
の
関
係
）
（
同
上
、
四
一
頁
）

頁
、－'

「
そ
れ
〔
記
憶
〕
は
繰
返
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
我
々
が
深
く
自
己
の
奥
底
に
入
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
柵
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、

記
憶
が
記
憶
自
身
を
保
存
す
る
と
い
ふ
の
は
、
自
己
自
身
を
直
観
し
行
く
こ
と
で
あ
る
。
思
惟
の
対
象
に
対
し
て
は
作
用
は
外
的
と

考
へ
ら
れ
る
が
、
記
憶
の
内
容
に
於
て
は
作
用
自
身
が
含
ま
れ
て
居
る
、
作
用
が
作
用
自
身
を
省
み
る
の
で
あ
る
」
（
全
集
４
、
三
六
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４１ 

｜
「
自
覚
の
鏡
」
あ
る
い
は
「
鏡
」
は
「
日
己
映
写
」
の
具
体
的
な
視
覚
的
説
明
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
主
な
も
の
の
み
を
拾
っ

て
み
よ
う
。

「
真
に
超
越
的
な
る
も
の
が
内
在
的
と
な
る
に
は
、
知
る
も
の
と
知
ら
れ
る
も
の
と
が
一
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
自
己
が
他

の
内
容
を
映
す
の
で
は
な
く
、
自
己
が
自
己
の
内
容
を
自
己
の
中
に
映
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
に
経
験
内
容
を
内
に
包
み
之
を

合
理
化
す
る
純
粋
統
覚
は
単
に
表
象
に
仲
ふ
自
己
で
は
な
く
、
表
象
其
者
を
自
己
の
表
現
と
な
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
考
へ

る
私
が
表
象
に
伴
ふ
の
で
は
な
く
、
表
象
が
自
己
自
身
の
中
へ
反
省
す
る
の
で
あ
る
、
表
象
が
表
象
自
身
を
映
し
て
行
く
の
で
あ
る
」

（
同
上
、
一
一
○
五
頁
）

に
総
合
的
統
一
の
形
式
主
観
に
よ
っ
て
認
識
の
客
観
性
が
与
へ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
、
自
己
自
身
の
中
に
主
語
と
な
っ
て
述
語
と
な

ら
な
い
本
体
性
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
始
め
て
真
の
認
識
主
観
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
認
識
主
観
は
自
己
自
身
に
つ
い
て
述
語

す
る
本
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
上
、
’
一
一
二
頁
）

「
自
己
同
一
な
る
も
の
と
は
、
述
語
が
自
己
自
身
の
中
に
還
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
主
語
と
し
て
志
向
せ
ら
れ
た
も
の
が
述

語
と
し
て
志
向
せ
ら
れ
た
も
の
に
同
じ
け
れ
ば
同
じ
い
程
、
自
己
自
身
に
同
一
な
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
同
上
、
一
八

「
自
己
は
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
の
で
あ
る
。
自
己
の
内
容
を
映
す
鏡
は
亦
自
己
自
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
物
の
上
に
自
己
の

影
を
映
す
の
で
は
な
い
」
（
全
集
４
、
二
一
七
頁
）

｜
「
自
己
同
一
の
具
体
的
一
般
者
は
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
鏡
の
如
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
何
等
の
映
す
も
の
な
き
が
故
に
、

鏡
が
鏡
自
身
を
映
す
と
い
ふ
の
外
は
な
い
。
此
の
如
く
自
ら
空
し
く
し
て
、
す
べ
て
の
物
を
容
れ
る
空
間
の
如
き
も
の
が
、
自
己
同

一
の
範
畷
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
対
象
界
で
な
け
れ
ば
な
い
」
（
同
上
、
一
八
一
頁
）

「
純
粋
統
覚
の
綜
合
的
統
一
に
よ
っ
て
成
立
す
る
経
験
界
と
い
へ
ど
も
、
そ
れ
が
我
々
の
認
識
対
象
と
な
る
以
上
、
そ
の
背
後
に
一

一

頁
、－ノ
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4２ 

『
｜
般
者
の
自
覚
的
体
系
』
（
一
九
三
○
年
、
全
集
５
）
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
〈
自
己
言
及
性
〉
の
概
念

（
こ
れ
ま
た
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
頻
出
す
る
が
）
に
加
え
て
、
新
し
い
視
点
「
自
己
志
向
」
が
賢
場
す
る
。
こ
れ
は
、
「
自
己
知
」
あ

る
い
は
「
自
己
限
定
」
、
さ
ら
に
「
自
己
映
写
」
の
別
表
現
と
し
て
語
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

一
一
一
六
九
頁
以
下
）

般
者
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
自
ら
映
す
鏡
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
上
、
一
一
○
一
頁
）

「
私
の
表
象
に
私
が
考
へ
る
と
い
ふ
一
」
と
が
伴
ふ
と
い
ふ
時
、
す
べ
て
が
考
へ
る
私
の
範
畷
に
入
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
自
己

が
自
己
を
映
す
自
覚
の
鏡
の
中
に
包
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
上
、
二
○
五
頁
）

「
一
般
的
な
る
も
の
は
全
然
無
内
容
と
し
て
単
に
自
己
自
身
を
映
す
空
し
き
鏡
と
な
る
。
そ
の
一
般
的
方
面
が
無
な
る
が
故
に
、
内

容
が
一
々
創
造
的
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
れ
は
何
処
ま
で
も
自
己
の
中
に
自
己
を
映
し
て
行
く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、
自
己
自
身
を
映
す
と
い
ふ
一
般
的
方
面
を
離
れ
て
意
識
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
／
｜
般
の
中
に
特
殊
を
含
む
具
体
的
一

般
者
と
い
ふ
の
は
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
自
覚
の
鏡
に
外
な
ら
な
い
。
無
内
容
と
考
へ
ら
れ
る
日
ロ
同
一
の
判
断
は
か
＆
る
鏡
其

者
と
示
す
も
の
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
同
上
、
・
一
○
Ⅱ
頁
以
下
）

「
自
己
超
越
」
は
、
こ
の
著
作
の
最
終
論
文
に
登
場
す
る
。

「
具
体
的
一
般
者
の
中
に
含
ま
れ
た
日
己
同
一
な
る
も
の
は
、
具
体
的
一
般
者
が
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
影
像
な
る
と
共
に
、
之

に
よ
っ
て
超
越
的
な
る
も
の
に
接
触
し
、
此
方
向
に
於
て
一
般
者
が
自
己
を
超
越
す
る
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
一
一
一
八
二
頁
）

「
概
念
的
知
識
は
何
処
ま
で
も
自
巳
自
身
を
超
越
す
る
も
の
に
よ
っ
て
客
観
性
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
、
惟
諭
式
的
一
般
者
に
至
っ

て
も
、
と
を
超
越
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
直
観
的
な
も
の
、
即
ち
自
己
自
身
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
客
観
性
が
維
持
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
所
謂
一
般
者
が
自
己
自
身
を
超
越
す
る
と
云
ふ
の
は
、
何
時
で
も
主
語
の
方
向
に
於
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
（
全
染
４
、

Hosei University Repository



4３ 

な
お
こ
の
著
作
で
特
徴
的
な
の
は
、
〈
自
己
言
及
性
〉
の
基
本
的
な
語
棄
と
目
さ
れ
る
一
自
己
知
」
の
構
造
に
つ
い
て
、
「
自
己
が
自

己
に
於
て
自
己
を
見
る
」
と
い
う
表
現
で
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
書
の
序
に
つ
づ
く
最
初
の
論
文
《
所
謂
認

識
対
象
界
の
論
理
的
構
造
》
の
前
書
的
な
文
章
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

さ
ら
に
つ
づ
い
て
、
論
文
《
一
般
者
の
自
己
限
定
》
以
下
に
い
た
る
と
、
〈
自
己
言
及
性
〉
の
構
造
が
同
じ
文
言
で
立
て
続
け
に
説

明
さ
れ
る
。
同
じ
趣
旨
の
文
章
が
頻
出
す
る
の
で
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
の
み
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
〔
述
語
的
限
定
と
は
〕
意
識
作
用
か
ら
云
へ
ば
、
無
限
に
深
く
自
己
の
中
に
自
己
を
志
向
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
、
対
象
と
し
て

考
へ
ら
れ
な
い
対
象
が
自
己
で
あ
る
。
一
般
者
が
自
己
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
は
、
何
等
か
の
意
味
に
於
て
自
己
自
身
の
中
に

主
語
的
統
一
を
見
る
こ
と
で
あ
る
」
（
全
集
５
、
一
一
八
頁
）

「
自
己
自
身
の
内
に
志
向
す
る
と
云
ふ
立
場
に
於
て
限
定
せ
ら
れ
た
静
的
統
一
が
感
情
的
自
己
で
あ
る
。
志
向
す
る
と
い
ふ
こ
と
は

自
己
の
中
に
自
己
の
影
を
映
す
こ
と
で
あ
り
、
ノ
エ
マ
と
は
ノ
エ
シ
ス
自
身
の
中
に
映
さ
れ
る
ノ
エ
シ
ス
の
影
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

自
己
が
自
己
自
身
の
中
に
映
す
自
己
自
身
の
影
像
が
感
情
的
自
己
で
あ
り
、
か
魁
ろ
影
像
を
自
己
と
し
て
固
定
す
る
こ
と
が
自
愛
で

あ
る
。
自
覚
的
一
般
者
に
於
て
、
此
の
如
く
自
己
自
身
の
内
容
を
意
識
す
る
具
体
的
有
が
考
へ
ら
れ
る
如
く
、
知
的
直
観
の
一
般
者

に
於
て
も
、
叡
智
的
ノ
エ
シ
ス
と
叡
智
的
ノ
エ
マ
と
の
中
和
せ
る
も
の
と
し
て
直
に
自
己
自
身
を
見
る
も
の
を
考
へ
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
れ
が
即
ち
藝
術
的
直
観
の
自
己
で
あ
り
、
美
の
イ
デ
ャ
を
見
る
も
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
一
六
一
頁
）

「
自
覚
的
限
定
と
い
ふ
の
は
、
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
〈
自
己
が
〉
か
ら
見
れ
ば
〈
自
己
に
於

て
〉
は
自
己
に
よ
っ
て
限
定
せ
ら
れ
た
自
己
限
定
面
で
あ
っ
て
、
〈
自
己
を
〉
か
ら
云
へ
ば
自
己
は
か
笹
ろ
限
定
面
に
於
て
限
定
せ

ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
（
全
集
５
、
六
頁
）
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4４ 

「
無
の
自
覚
的
限
定
」
（
一
九
三
二
年
、
全
集
６
）
で
は
、
い
ま
ま
で
に
一
一
一
一
口
及
し
た
く
自
己
言
及
性
〉
の
さ
ま
ざ
ま
な
語
奨
が
さ
ら
に
頻

繁
に
語
ら
れ
る
と
と
も
に
、
前
著
で
登
場
し
た
そ
の
構
造
「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
」
の
論
述
が
本
格
化
す
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
が
こ
と
に
「
自
覚
‐
一
あ
る
い
は
「
自
覚
的
限
定
」
の
視
点
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
た
同
一
趣
旨
の
文
言
が
繰
り
返
し
出
て

く
る
の
で
、
そ
の
典
型
的
な
も
の
の
み
拾
っ
て
み
よ
う
。

「
自
覚
と
い
ふ
こ
と
は
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
物
が
概
念
的
に
限
定
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
表

現
的
自
己
に
よ
っ
て
自
己
が
自
己
を
語
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
行
為
的
自
己
が
無
に
し
て
自
己
自
身
を
見
る
時
、
見
ら
れ
る

も
の
は
自
己
自
身
を
表
現
す
る
も
の
と
な
り
、
自
己
自
身
を
語
る
も
の
と
な
る
、
即
ち
見
ら
れ
た
自
己
の
意
識
を
有
っ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
全
集
６
、
一
六
頁
）

「
我
々
の
自
覚
的
限
定
と
い
ふ
こ
と
は
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
如
何
な
る
自
己
限
定
と
い
へ
ど
も
か
固
る

「
〈
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
〉
と
い
ふ
自
覚
の
形
式
は
、
見
る
も
の
な
く
し
て
見
る
自
己
に
於
て
は
、
見
る
と
い
ふ
ノ
エ

シ
ス
的
限
定
が
見
ら
れ
な
く
な
る
と
共
に
、
〈
自
己
に
〉
倉
ご
目
『
葛
と
い
ふ
こ
と
と
く
自
己
を
〉
薑
ヨ
ー
ロ
ェ
と
い
ふ
こ
と
が
残
さ
れ

る
。
見
る
自
己
即
ち
〈
自
己
が
〉
＆
］
呂
鬮
が
〈
自
己
に
〉
と
一
致
し
た
時
、
そ
れ
が
ノ
エ
マ
的
限
定
と
し
て
、
｜
般
者
が
一
般
者
自

身
を
限
定
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
〈
自
己
に
〉
の
底
に
於
け
る
〈
自
己
が
〉
は
、
何
処
ま
で
も
自
覚
的
自
己
と
し
て
自

己
自
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
、
〈
自
己
に
〉
が
〈
自
己
が
〉
と
な
る
の
で
あ
る
」
（
全
集
５
、
三
八
七
頁
）

「
〈
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
〉
と
い
ふ
時
、
〈
自
己
が
〉
と
〈
自
己
を
〉
と
が
対
立
す
る
が
、
自
覚
の
極
限
に
近
づ
く
に
従

っ
て
、
〈
自
己
を
〉
の
面
が
〈
自
己
が
〉
の
面
に
合
一
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
上
、
二
八
九
瓦
）

「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
云
ふ
時
、
ノ
エ
シ
ス
的
内
容
が
限
定
せ
ら
れ
得
る
か
ぎ
り
、
〈
向
こ
が
〉
と
い
ふ
も
の
が
者

へ
ら
れ
る
が
、
か
ｆ
る
限
定
の
内
容
が
見
ら
れ
な
い
時
、
唯
〈
自
己
に
〉
が
〈
自
己
が
〉
と
な
る
の
外
に
な
い
」
（
同
上
、
二
九
五
頁
）
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4５ 

『
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
）
』
（
一
九
一
一
一
三
年
、
全
集
７
）
で
は
、
依
然
と
し
て
〈
自
己
言
及
性
〉
の
諸
語
禦
に
つ
い
て
多
様

に
論
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
前
著
に
引
き
続
き
「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
」
構
造
が
さ
ま
ざ
ま
に
考
察
さ
れ
る
。
こ
の
著
作

で
登
場
す
る
新
し
い
視
点
は
「
場
所
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
概
念
と
の
関
わ
り
の
あ
る
個
所
に
か
ぎ
っ
て
見
て
お
こ
う
（
た
だ

し
、
〈
自
己
言
及
性
〉
と
の
か
ら
み
で
の
「
場
所
」
概
念
は
す
で
に
『
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
（
一
九
二
七
年
、
全
集
４
）
に
出
て

く
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
３
で
改
め
て
論
ず
ろ
）
。

「
我
々
が
行
為
的
と
考
へ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
ノ
エ
シ
ス
は
ノ
エ
マ
を
包
む
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
創
造
的
な
る
世
界
は
個
物

と
個
物
と
を
限
定
す
る
場
所
的
限
定
と
し
て
、
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
、
自
己
が
自
己
自
身
に
於
て
自
己
を
み
る
と
い
ふ
意

味
を
有
す
る
が
故
で
あ
る
」
（
同
上
、
’
八
六
頁
）

「
単
な
る
主
客
合
一
が
自
覚
で
は
な
い
。
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
考
へ
ら
れ
る
所
に
、
自
覚
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
所
に
自
覚
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
」
（
全
集
７
、
八
八
頁
）

「
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
い
ふ
自
覚
の
形
式
が
、
意
識
作
用
の
根
本
形
式
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
自
己
に
於
て
自
己
を
見

る
と
考
え
ら
れ
る
場
所
と
い
ふ
も
の
は
、
絶
対
の
否
定
面
即
肯
定
面
の
意
味
を
有
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
絶
対
に
相
反

す
る
も
の
の
自
己
同
一
の
意
味
を
有
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
は
見
る
も
の
な
く
し
て
見
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」

意
義
を
有
す
る
を
以
て
、
物
が
判
断
的
に
限
定
せ
ら
れ
る
、
即
ち
判
断
的
知
識
が
成
立
す
る
と
い
ふ
に
も
、
表
現
的
自
己
が
自
己
に

於
て
自
己
を
見
る
と
い
ふ
意
義
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
全
集
６
、
二
九
頁
）

「
真
の
自
覚
と
い
ふ
べ
き
も
の
は
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
無
限
の
過
程
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
、
無
限
な
る
過

程
の
行
先
が
そ
の
出
立
点
に
含
ま
れ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
な
い
」
（
同
上
、
四
三
○
頁
）

（
同
上
、
一
○
○
頁
）
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4６ 

西
田
哲
学
に
み
ら
れ
る
〈
自
己
言
及
性
〉
の
視
点
を
そ
の
主
著
に
よ
っ
て
読
み
と
っ
て
き
た
が
、
そ
の
多
様
な
類
義
語
は
以
上
で
検

討
し
た
よ
う
に
、
全
体
に
満
遍
な
く
散
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
表
現
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
を
吟
味
す
れ

ば
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
〈
自
己
言
及
性
〉
の
別
表
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。

で
は
こ
の
〈
自
己
言
及
性
〉
概
念
は
、
西
田
哲
学
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
の
か
、
こ
こ
で
は
そ
の
柵
造
を

探
っ
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
西
田
哲
学
の
底
流
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
〈
自
己
の
探
究
〉
の
展
開
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
自
己
の
探
究
〉
解
釈
の
キ
ー
ワ
ー
ド
な
い
し
は
視
点
と
し
て
試
み
に
〈
自
己
言
及
性
〉
を
導
入
し
、
そ

の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
錯
綜
し
た
西
田
哲
学
に
展
望
が
開
け
、
全
体
の
構
想
の
見
通
し

が
よ
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
に
、
西
田
哲
学
の
通
底
課
題
を
「
一
般
者
の
自
己
限
定
」
と
す
る
上
山
の
考
え
に
依
拠

す
る
と
表
明
し
た
が
、
そ
の
文
脈
で
西
田
の
術
語
に
戻
し
て
い
え
ば
、
「
自
己
限
定
」
の
展
開
と
し
て
の
〈
自
己
言
及
性
〉
の
構
造
分

析
と
言
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

『
哲
学
の
根
本
問
題
（
弁
証
法
的
世
界
）
』
（
一
九
三
四
年
、
全
染
７
）
で
は
、
「
自
己
が
自
己
を
見
る
」
の
文
言
は
、
「
自
己
限
定
」
の

概
念
と
の
か
ら
み
で
一
個
所
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち

｜
「
我
々
の
内
部
知
覚
的
自
己
と
い
ふ
も
の
は
何
処
ま
で
も
自
己
が
自
己
を
見
る
と
い
ふ
意
味
を
有
し
な
が
ら
、
何
処
ま
で
も
自
己
を

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
絶
対
的
弁
証
法
に
於
て
は
、
個
物
が
個
物
自
身
を
否
定
す
る
と
い
ふ
否
定
の
意
味
は
絶
対
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
之
と
共
に
そ
の
肯
定
の
意
味
も
絶
対
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
絶
対
に
限
定
す
る
も
の
な
き
限
定
と
し
て
現

実
が
現
実
自
身
を
限
定
す
る
、
有
る
も
の
は
主
観
的
・
客
観
的
と
し
て
此
の
世
界
は
自
己
同
一
的
に
、
直
観
的
に
自
己
自
身
を
限
定

す
る
。
そ
れ
が
即
物
弁
証
法
で
あ
る
」
（
全
集
７
、
三
四
九
頁
以
下
）

３ 
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4７ 

＊
 

「
｛
口
己
形
成
」
も
「
場
所
」
概
念
も
、
す
で
に
検
討
し
た
主
署
の
中
で
一
｝
一
一
口
及
は
さ
れ
て
い
る
が
、
主
要
課
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の

は
、
『
哲
学
論
文
集
第
二
』
（
全
集
。
。
）
と
「
哲
学
論
文
集
第
三
』
（
全
集
９
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
収
録
さ
れ
た
二
つ
の
論
文
、
す
な
わ
ち

〈
種
の
生
成
発
展
の
問
題
》
（
一
九
三
七
年
）
と
〈
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
〉
（
一
九
三
九
年
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
と
に
こ
の
二
論
文

に
お
い
て
は
、
「
場
所
」
は
「
環
境
」
概
念
に
変
成
発
展
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
即
し
て
〈
自
己
言
及
性
〉
か
ら
「
自

己
形
成
「
｜
へ
の
展
開
過
程
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

＊
「
自
己
形
成
」
に
つ
い
て
は
〈
自
己
言
及
性
〉
と
の
か
ら
み
で
、
ま
ず
「
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
（
一
九
二
七
年
、
全
集
４
）
で
こ
う
い
っ

て
い
る
。
Ｉ
「
「
梢
神
的
な
る
も
の
は
、
す
べ
て
の
自
己
の
中
に
自
己
自
身
を
形
成
し
て
行
く
と
者
へ
る
こ
と
が
で
き
る
、
自
己
の
中
に
自
己
を

写
す
と
い
ふ
自
覚
に
於
て
は
最
も
明
に
此
の
如
き
本
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
」
（
一
六
五
頁
）
。
そ
の
他
こ
の
概
念
は
、
同
二
一
一
一
一
頁
、

二
三
九
頁
に
同
趣
胃
の
文
言
が
出
て
く
る
。
「
場
所
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
同
じ
著
作
で
数
個
所
、
ま
た
〈
自
己
言
及
性
〉
の
象
徴
で
あ
る
「
鏡
」

の
意
味
と
し
て
も
何
個
所
か
で
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
他
「
場
所
」
概
念
は
、
同
じ
「
一
般
者
の
自
覚
的
体
系
」
（
一
九
三
○
年
、
全
集
５
）
、
『
無

の
自
覚
的
限
定
」
（
一
九
三
二
年
、
全
集
６
）
に
お
い
て
藩
千
個
所
で
論
じ
ら
れ
る
が
、
こ
と
に
『
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
）
』
（
一
九

三
三
年
、
全
集
７
）
で
は
、
「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
」
の
言
い
か
え
と
し
て
、
「
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
」
あ
る
い
は
「
場
所

的
限
定
」
と
い
う
考
え
が
導
入
さ
れ
る
（
八
八
、
一
八
六
頁
）
。
ま
た
、
「
場
所
」
に
つ
い
て
の
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
又
一
蘭
が
「
一
般
者
の
自
旦

限
定
」
と
の
関
わ
り
で
も
論
じ
ら
れ
る
（
同
上
、
一
○
七
頁
以
下
）
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
論
文
と
も
、
ま
ず
「
自
己
形
成
「
｜
の
意
味
を
数
桁
し
て
、
自
己
が
「
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
」
生

成
す
る
こ
と
だ
と
規
定
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
両
論
文
で
く
ど
い
ほ
ど
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
る
の
で
、
両
者
か

ら
典
型
的
な
記
述
を
一
個
所
ず
つ
引
用
し
て
み
よ
う
。

こ
の
視
点
で
改
め
て
主
著
の
全
体
を
眺
め
て
み
る
と
、
〈
自
己
言
及
性
〉
は
「
場
所
」
、
そ
し
て
そ
の
具
体
相
と
し
て
の
「
環
境
」
を

＊
 

媒
介
と
し
て
「
自
己
形
成
」
に
結
実
す
る
と
い
う
構
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
う
み
れ
ば
、
一
」
の
「
日
ｕ
形
成
」
こ
そ
西
山
櫛

学
の
通
底
課
題
と
目
さ
れ
る
〈
自
己
の
探
究
〉
の
到
達
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

＊
〈
自
己
言
及
性
〉
と
「
場
所
」
・
「
環
境
」
と
の
関
係
柵
造
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
論
「
〈
自
己
言
及
性
〉
試
論
」
（
『
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
』

第
九
三
号
、
一
九
九
五
年
二
月
）
で
考
察
し
た
が
、
そ
の
構
図
が
西
田
哲
学
に
お
い
て
「
自
己
形
成
」
の
過
程
と
し
て
典
型
的
な
形
で
示
さ
れ
て

い

る
◎ 
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4８ 

で
は
何
を
媒
介
に
し
て
、
あ
る
い
は
よ
り
精
確
に
は
、
ど
こ
で
「
自
己
形
成
」
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
「
場
所
一
概
念

が
変
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
「
喋
境
」
に
お
い
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
う
い
う
。

「
環
境
が
稚
体
を
変
ず
る
、
秀
、
種
が
世
界
か
ら
生
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
生
命
と
い
ふ
も
の
は
、
い
つ
も
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
と
な
る
所
に
あ
る
の
で
あ
る
。
生
物
的
生
命

に
於
て
も
、
我
々
は
食
物
を
消
化
す
る
、
物
質
を
主
体
化
す
る
。
併
し
食
物
を
消
化
す
る
と
い
ふ
一
」
と
は
、
食
物
を
消
化
す
る
も
の

を
生
産
す
る
こ
と
で
あ
る
。
消
費
が
生
藤
で
あ
り
、
生
藤
が
消
費
で
あ
り
、
生
施
と
消
費
と
が
弁
証
法
的
に
一
で
あ
る
所
に
、
化
物

的
生
命
が
あ
る
の
で
あ
る
」
（
全
集
８
、
五
○
一
頁
）

「
個
物
と
個
物
と
の
相
互
限
定
の
世
界
は
、
内
的
即
外
的
外
的
即
内
的
に
、
即
ち
弁
証
法
的
自
己
同
一
と
し
て
、
作
ら
れ
た
も
の
か

ら
作
る
も
の
へ
、
個
性
的
に
自
己
自
身
を
形
成
し
行
く
肚
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
の
意
識
現
象
は
個
々
独
立
で
あ
り
な
が
ら
、
そ

れ
等
は
－
即
多
多
即
一
の
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
、
我
々
の
自
己
は
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
一
つ
の
人
格
的
統
一
を
構

成
し
行
く
と
云
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
的
意
識
的
に
も
理
解
し
得
る
で
あ
ら
う
」
（
全
集
８
、
五
一
二
．
頁
）

「
絶
対
矛
盾
的
日
ｕ
同
一
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
よ
り
作
る
も
の
へ
と
い
ふ
阯
界
は
、
過
去
と
未
来
と
が
相
玩
否
定
的
に
現
在
に
於

て
結
合
す
る
世
界
で
あ
り
、
矛
盾
的
自
己
同
一
的
に
現
在
が
形
を
有
ち
、
現
在
か
ら
現
在
へ
と
自
己
自
身
を
形
成
し
行
く
世
界
で
あ

る
。
世
界
が
い
つ
も
一
つ
の
現
在
と
し
て
、
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
で
あ
る
。
矛
屑
的
日
ｕ
同
一
と
し
て
現
在
の
形
と
い

＊
 

ふ
も
の
が
世
界
の
生
産
様
式
で
あ
る
。
此
の
如
き
阯
界
が
ポ
イ
エ
シ
ス
の
世
界
で
あ
る
」
（
全
集
９
、
一
レ
ハ
八
頁
）

＊
こ
の
論
文
で
は
、
主
と
し
て
そ
の
主
題
で
あ
る
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
巨
概
念
と
の
か
ら
み
で
「
作
ら
れ
た
も
の
よ
り
作
る
も
の
へ
」
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
趣
懲
の
紀
述
は
、
一
七
六
口
、
一
几
三
瓦
、
．
．
○
：
瓜
に
も
み
ら
れ
る
。
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こ
こ
で
「
に
体
が
環
境
を
限
定
（
形
成
）
し
環
境
が
脹
体
を
限
定
（
形
成
）
す
る
」
と
は
、
具
体
的
に
言
い
か
え
れ
ば
、
「
人
間
が

環
境
を
作
り
環
境
が
人
間
を
作
る
」
（
灸
災
８
、
八
○
○
口
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
堆
雛
に
し
て
、
「
環
境
」
か
「
日
ｕ
形
成
」

の
場
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
「
主
体
が
環
境
を
限
定
し
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
」
こ
と
と
「
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を

作
る
「
｜
過
程
が
合
わ
せ
て
、
｜
自
己
限
定
」
概
念
と
の
か
ら
み
で
詳
論
さ
れ
る
。
ま
ず
論
文
《
種
の
生
成
発
展
の
問
題
》
に
お
い
て
は

こ
う
税
く
。

こ
こ
で
は
結
局
、
｜
「
自
己
形
成
」
と
は
主
体
の
生
成
変
化
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
環
境
に
お
い
て
行
わ
れ

る
、
す
な
わ
ち
そ
こ
で
「
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
」
は
た
ら
き
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
液
体
と
環
境
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
こ
う
規
定
す
る
。

「
主
体
が
環
境
を
限
定
し
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
と
云
ふ
こ
と
な
く
し
て
個
性
的
と
い
ふ
も
の
は
な
い
が
、
主
体
が
環
境
を
形
成

し
環
境
が
ｋ
体
を
形
成
す
る
に
は
、
個
性
的
な
る
も
の
を
通
す
と
云
ふ
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
に
体
が
環
境
を
形
成
す
る
と

云
ふ
こ
と
は
、
主
体
的
な
も
の
が
環
境
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
脱
体
が
環
境
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
は
死
で
あ
る
。
又
環
境

が
主
体
と
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
そ
れ
は
環
境
の
自
己
否
定
で
あ
る
。
形
相
は
質
料
と
な
ら
な
い
、
質
料
は
形
相
と
な
ら
な
い
、

主
は
客
と
な
ら
な
い
、
客
は
仁
と
な
ら
な
い
。
Ⅲ
も
矛
屑
的
向
ｕ
同
一
と
し
て
、
形
相
が
質
料
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に
生
き
、

衝
料
が
形
相
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に
生
む
」
（
全
集
８
、
爪
○
．
、
頁
）

「
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
歴
史
的
世
界
は
、
一
と
多
と
の
否
定
的
相
互
限
定
の
世
界
（
個
が
何
処
ま
で
も
個
に

対
す
る
世
界
）
で
あ
り
、
一
と
多
と
の
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
は
、
肢
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
歴
史
的
世
界
で

あ
る
。
而
し
て
与
へ
ら
れ
た
も
の
は
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
っ
て
い
く
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
個

性
的
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る
世
界
は
段
階
的
に
動
い
て
行
く
。
時
代
か
ら
時
代
へ
と
老
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
の
進
行
は
何
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所
」
は
、
ほ
と
ん
脈

は
深
入
り
し
な
い
。

同
じ
趣
旨
の
こ
と
は
、
論
文
〈
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
二
に
お
い
て
も
引
き
継
い
で
論
じ
ら
れ
る
。
つ
ぎ
の
捌
用
が
そ
の
仁
要
な
も

の
で
あ
る
。

「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
現
在
か
ら
現
在
へ
と
動
き
行
く
世
界
の
現
在
に
於
て
、
何
処
ま
で
も
主
体
と
環
境
と
が
相
対
立
し
、

主
体
が
自
己
否
定
的
に
環
境
を
、
環
境
が
自
己
否
定
的
に
主
体
を
形
成
す
る
。
而
し
て
現
実
の
世
界
の
現
在
は
、
主
体
と
環
境
と
、

一
と
多
と
の
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
、
決
定
せ
ら
れ
た
も
の
即
ち
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
作
る
も
の
へ
と
動
き
行
く
。
そ
れ
が
過
去

か
ら
未
来
へ
と
動
き
行
く
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
作
ら
れ
た
も
の
と
云
ふ
の
は
既
に
環
境
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
、
過
去
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
〔
略
〕
多
が
自
己
否
定
的
に
一
、
一
が
自
己
否
定
的
に
多
と
し
て
、
多
と
一
と
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
に
於
て
は
、

処
ま
で
も
不
可
逆
的
で
あ
る
。
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
と
い
ふ
歴
史
的
世
界
は
、
物
質
の
世
界
か
ら
生
物
の
世
界
へ
、

生
物
の
世
界
か
ら
人
間
の
世
界
へ
発
展
す
る
の
で
あ
る
」
（
全
集
８
、
五
○
六
頁
）

「
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
し
、
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
と
、
個
性
的
に
自
己
自
身
を
限
定
し
て
行
く
膝
史

的
世
界
は
、
そ
の
根
抵
に
於
て
無
数
の
個
と
佃
と
が
対
立
し
、
而
も
多
即
二
即
多
と
し
て
、
絶
対
矛
盾
の
自
己
同
一
的
に
自
己
自

身
を
形
成
し
て
行
く
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
の
外
的
媒
介
と
し
て
そ
れ
は
環
境
的
で
あ
り
、
そ
の
内
的
媒
介
と
し
て
そ
れ

は
主
体
的
で
あ
る
。
故
に
に
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
し
、
世
界
が
燗
性
的
に
自
己
自
身
を
形
成
す
る
と
者
へ
ら
れ
る
所

に
、
い
つ
も
個
が
自
立
的
に
働
く
と
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
が
二
が
多
な
る
所
に
、
世
界
が
個
性
的
に
自
己
自
身
を

形
成
す
る
の
で
あ
る
、
現
在
が
現
在
自
身
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
歴
史
的
進
展
に
於
て
佃
の
働
く
役
目
が
あ
る
の
で
あ
る
」

（
同
化
、
孔
一
一
二
頁
）

こ
の
第
二
引
用
に
い
う
、
「
推
体
が
環
境
を
、
環
境
が
瓶
体
を
限
定
し
、
肚
界
が
個
性
的
に
向
山
自
身
を
形
成
す
る
と
老
へ
ら
れ
る

」
は
、
ほ
と
ん
ど
ラ
ヴ
ロ
ッ
ク
（
Ｆ
ｃ
く
の
一
・
○
六
》
］
四
白
の
⑫
』
む
ご
‐
）
の
「
ガ
イ
ア
仮
説
」
を
思
わ
せ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
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以
上
で
〈
自
己
言
及
性
〉
を
基
盤
と
し
、
「
場
所
」
す
な
わ
ち
「
環
境
」
を
媒
介
と
し
て
「
自
己
形
成
一
が
成
立
す
る
過
樫
を
、
主

に
上
記
・
一
つ
の
論
文
に
即
し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
が
西
川
哲
学
を
．
般
行
の
日
ご
限
定
」
の
展
開
、
す
な
わ
ち
〈
自
己
の
探

究
〉
と
解
釈
し
た
場
合
の
全
体
概
造
で
あ
る
。

こ
の
．
般
者
の
自
己
限
定
」
の
全
体
の
展
開
構
造
に
つ
い
て
、
改
め
て
ま
と
め
と
し
て
若
干
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

主
体
が
自
己
否
定
的
に
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
逆
に
環
境
が
新
な
る
主
体
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
全
集
９
，
一
五
九
頁
）

「
真
に
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
に
於
て
は
、
主
体
が
真
に
環
境
に
没
入
し
日
旦
自
身
を
否
定
す
る
こ
と
が
具
に
自
己
が
生
き
る
こ

と
で
あ
り
、
環
境
が
ｋ
体
を
包
み
主
体
を
形
成
す
る
と
女
ふ
こ
と
は
環
境
が
日
已
自
身
を
奔
走
し
て
即
脱
体
と
な
る
こ
と
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
作
る
も
の
が
自
己
自
身
を
否
定
し
て
作
ら
れ
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
真
に
作
る
も
の
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
作
ら

れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
の
で
あ
る
。
生
物
的
生
命
の
世
界
に
於
て
は
い
つ
も
主
体
と
環
境
と
が
相
対
立
し
、

抜
体
が
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
は
逆
に
環
境
か
ら
形
成
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
単
に
ｋ
体
的
と
云
ふ
こ
と
そ
の
こ
と
が
却
っ
て
環

境
的
た
る
所
以
で
あ
る
。
自
己
自
身
を
環
境
の
中
に
没
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
そ
の
も
の
の
中
か
ら
生
き
る
主
体
に
し
て
、
歴

史
的
主
体
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
環
境
は
与
へ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
真

に
箙
体
が
環
境
を
脱
却
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
」
（
同
ｋ
、
一
七
七
頁
）

一
ポ
イ
エ
シ
ス
を
中
心
と
す
る
膝
史
的
阯
界
は
、
そ
の
創
造
の
尖
端
に
於
て
、
無
限
の
過
去
と
未
来
と
に
対
立
す
る
。
而
し
て
そ
れ

は
絶
対
矛
盾
的
日
ロ
同
一
的
現
在
に
於
て
の
対
立
と
し
て
主
体
と
環
境
と
の
対
立
と
い
ふ
こ
と
か
で
き
く
か
Ｌ
ろ
絶
対
的
現
在
に

於
て
の
主
体
と
環
境
と
の
対
立
、
相
互
形
成
は
機
械
的
で
も
、
合
目
的
的
で
も
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
環
境
は
何
処
ま
で
も
表
現

的
で
あ
り
、
独
体
へ
、
作
る
も
の
へ
、
何
処
ま
で
も
直
観
的
に
迫
る
の
で
あ
る
」
（
余
架
９
、
．
．
○
ｉ
ｎ
）

そ
う
し
て
結
局
、
「
自
己
形
成
」
は
、
主
体
と
環
境
と
の
相
互
形
成
の
過
程
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
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5２ 
こ
の
構
造
の
基
盤
と
目
さ
れ
る
〈
自
己
言
及
性
〉
と
は
、
要
す
る
に
「
自
己
が
自
己
を
み
る
」
「
自
己
が
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
」

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
静
的
視
点
を
も
っ
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
は
こ
の
視
点
は
認
識
論
的
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
対
し
て
〈
自
己
の
探
究
〉
の
到
達
点
で
あ
る
一
‐
自
己
形
成
」
は
、
「
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
」
な
い
し
は
「
作

る
も
の
が
自
己
自
身
を
否
定
し
て
作
ら
れ
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
真
に
作
る
も
の
と
な
る
」
（
全
集
９
、
一
七
七
頁
、
前
掲
）
と
い
う
創

成
過
程
、
あ
る
い
は
「
自
己
の
内
に
働
き
つ
つ
あ
る
形
成
作
用
」
（
全
集
８
、
Ⅱ
》
二
頁
）
で
あ
る
か
ら
、
動
的
椛
造
を
も
ち
、
し
た
が
っ

て
存
在
論
的
見
解
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
静
的
視
点
と
し
て
の
〈
自
己
言
及
性
〉
か
ら
動
的
構
造
を
も
つ
一
日
己
形
成
」
の
媒
介
の
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
の
が

「
場
所
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
場
所
」
こ
そ
〈
自
己
言
及
性
〉
の
は
た
ら
く
現
場
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
〈
自
己
言
及
性
〉
の
具

体
的
な
表
現
の
一
つ
は
「
日
已
が
日
こ
の
中
に
、
巳
（
の
彫
）
を
映
す
」
で
あ
る
が
、
「
場
所
一
は
そ
の
蛎
態
が
機
能
す
る
場
と
し

て
、
〈
向
己
言
及
性
〉
の
象
徴
と
し
て
の
「
鏡
」
に
刺
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
川
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

｜
対
象
が
意
識
を
超
越
す
る
と
者
へ
る
だ
け
な
ら
ば
、
単
に
特
殊
な
る
も
の
が
一
般
な
る
も
の
に
於
て
あ
る
と
云
う
外
な
い
が
、
史

に
こ
の
場
所
の
懲
味
を
深
く
し
て
、
所
綱
怠
識
も
之
に
於
て
あ
る
と
者
へ
る
な
ら
ば
、
典
の
場
所
は
、
ｕ
の
叩
に
ｎ
Ｊ
の
形
を
映
す

も
の
、
自
己
自
身
を
照
ら
す
鏡
と
い
ふ
如
き
も
の
と
な
る
」
（
全
集
４
、
一
一
一
一
六
頁
）

「
私
の
場
所
と
い
ふ
の
は
、
単
に
所
謂
一
般
概
念
と
い
ふ
卯
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、
特
殊
が
於
て
あ
る
場
所
で
あ
る
、
対
象
を
内

に
映
し
て
居
る
鏡
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
か
く
云
へ
ば
、
鏡
と
対
象
と
が
別
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
ら
ぬ
が
、
一
般
が
特
殊

を
自
己
自
身
の
限
定
と
し
て
、
と
を
自
己
の
内
に
成
立
せ
し
め
る
と
共
に
、
特
殊
に
対
し
て
は
何
処
ま
で
も
一
般
其
者
と
し
て
特
殊

と
は
な
ら
な
い
、
単
に
特
殊
が
之
に
於
て
あ
る
無
な
る
場
所
と
考
へ
ら
れ
た
時
、
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
鏡
と
な
る
の
で
あ
る
」

（
同
ｋ
、
一
》
三
○
頁
）

こ
の
〈
自
己
言
及
性
〉
の
象
徴
で
あ
る
鏡
と
し
て
の
「
場
所
」
が
変
成
し
て
具
体
相
と
し
て
の
「
環
境
」
と
な
っ
た
と
き
、
そ
の
は
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た
ら
き
は
、
す
で
に
引
用
し
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
｜
環
境
が
主
体
を
変
ず
る
、
否
、
種
が
阯
界
か
ら
生
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
作
ら

れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
叩
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
生
命
と
い
ふ
も
の
は
、
い
つ
も
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も

の
と
な
る
所
に
あ
る
の
で
あ
る
」
（
企
災
８
、
几
○
一
、
、
前
掲
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
一
場
所
」
の
論
こ
そ
、
西
川
哲
学
の
主
要
液
題
の
一
つ
で
あ
る
「
場
所
の
論
理
一
す
な
わ
ち
「
述
語
論
理
」
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
こ
こ
で
の
主
題
か
ら
そ
れ
る
の
で
、
い
ま
は
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
場
所
」
と
「
述
語
」
と
の
関
係
を
示
す
個

所
を
一
つ
だ
け
引
川
し
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
「
場
所
」
と
は
「
述
諦
的
一
般
行
」
の
こ
と
と
規
定
さ
れ
る
が
、
究
械
の
述
謡
は
、
「
述
諦
と
な
っ
て
樅
飛
と
な
ら
な
い
述

語
面
」
（
超
越
的
述
語
面
）
で
あ
り
、
こ
の
あ
ら
ゆ
る
述
語
の
述
語
は
「
無
の
場
所
」
と
規
定
さ
れ
る
（
『
働
く
も
の
か
ら
兄
る
の
も
へ
」

一
九
一
・
七
年
、
全
集
４
、
二
四
二
頁
以
下
）
。
「
無
の
場
所
」
は
、
し
た
が
っ
て
他
の
場
所
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

す
な
わ
ち
他
の
述
研
に
よ
っ
て
述
諦
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
光
械
の
場
所
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
無
の
場
所
」
は
古
典

論
理
の
包
摂
関
係
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
純
粋
な
論
理
的
な
概
念
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
実
体
的
な
意
味
を
も
た
な
い
ｃ
こ

の
述
語
と
し
て
の
論
理
的
・
形
式
的
な
「
場
所
」
概
念
が
「
自
己
形
成
一
が
成
立
す
る
場
と
し
て
機
能
し
た
と
き
に
、
「
場
所
」
は
実

＊
 

体
化
し
て
一
‐
環
境
」
に
変
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
こ
こ
で
は
「
環
境
一
を
〈
Ｒ
ｕ
荷
及
性
〉
お
よ
び
「
自
己
形
成
」
と
の
か
ら
み
で
論
じ
た
た
め
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
《
櫛
の

化
成
発
展
の
問
題
》
（
一
九
三
七
年
）
と
《
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
》
（
一
九
三
九
年
）
の
一
一
論
文
に
依
拠
し
た
が
、
こ
の
概
念
そ
の
も
の
は
、
論

「
判
断
が
成
立
す
る
に
は
、
主
語
的
な
も
の
を
包
む
述
語
的
一
般
者
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
魁
る
一
般
者
の
性
質
に
従
っ
て
、

極
々
な
る
意
味
の
概
念
的
知
搬
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
ｃ
私
の
場
所
と
名
づ
け
る
も
の
は
、
か
乱
る
趣
味
に
於
け
る
述
語
的
一
般
行

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
、
之
に
於
て
概
念
的
知
識
の
成
立
す
る
一
般
者
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
な
い
」
（
ゴ
般
行
の
自
覚
的
体
系
』
一

九
三
○
年
、
全
集
５
、
九
八
頁
）
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5４ 
文
《
私
と
汝
》
（
一
九
三
二
年
、
『
無
の
自
覚
的
限
定
』
全
集
６
、
一
一
一
四
四
頁
以
下
）
で
「
一
般
者
の
自
己
限
定
」
と
の
か
ら
み
で
考
察
が
試
み
ら

れ
、
ま
た
論
文
（
私
と
世
界
》
（
一
九
三
三
年
、
『
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
）
』
全
集
７
、
一
○
六
頁
以
下
）
に
お
い
て
は
「
一
般
者
の

自
己
限
定
」
お
よ
び
「
場
所
」
と
の
側
係
で
本
絡
的
に
輪
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
環
塊
が
環
境
自
身
を
限
定
す
る
」
と
い
う

文
言
が
頻
出
す
る
（
た
と
え
ば
、
一
一
二
一
頁
、
一
一
一
一
三
頁
、
一
四
八
頁
、
一
五
七
頁
、
一
六
○
頁
等
）
。

（
二
○
○
｜
年
八
月
下
旬
棚
筆
）

（
打
学
・
第
一
教
鎚
梛
教
授
）
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